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『学⽣ポスター発表』，『博⼠課程学⽣オーラルセッション』の表彰 

化学フェスタ実⾏委員会 
委員⻑ 加藤 隆史（信州⼤学/岡⼭⼤学/東京⼤学名誉） 

⼭⽥ 泰司（花王) 

学⽣ポスター発表担当 
⼤内 誠（京都⼤学），⼀川 尚広（東京農⼯⼤学），岩﨑 孝紀（九州⼤学）， 
桑⽥ 繁樹（⽴命館⼤学），⿃居 肇（静岡⼤学），中村 修⼀（名古屋⼯業⼤学）， 
橋詰 峰雄（東京理科⼤学），三好 ⼤輔（甲南⼤学），⼭⼝ 和也（東京⼤学） 

博⼠課程学⽣オーラルセッション担当 

⽯⽥ ⽟⻘（⼤阪公⽴⼤学），⽥中 敬⼆（九州⼤学），⿃居 肇（静岡⼤学）， 
廣原 志保（沖縄⼯業⾼等専⾨学校），藤⽥ 恭⼦（東京薬科⼤学）， 
⽮島 知⼦ (お茶の⽔⼥⼦⼤学） 

2025 年 10 ⽉ 22 ⽇（⽔）〜24 ⽇（⾦）に「第 15 回 CSJ 化学フェスタ 2025」を東京都江⼾川区タワーホール船堀
にて開催いたしました。「CSJ 化学フェスタ」では 1) 最先端の化学と化学技術に関する産学官の交流深耕による化学，化
学技術および産業の発展への寄与とイノベーション強化，2) 化学の成果と未来に向けた化学の貢献の社会への発信とい
う２つの趣旨のもと，素材・環境・エネルギー・資源から情報，ヘルスケア，創薬の化学，新学術領域が⽬指す未来の化
学まで社会の課題となっている研究開発・技術の話題を取り上げた『テーマ企画』，企業や研究機関の研究開発戦略と現
状を紹介する『産学官 R&D 紹介企画』，他機関との連携による『コラボレーション企画』など多彩な内容で⾏われ，約
2,700 名が参加しました。 

企画の⼀つである『学⽣ポスター発表』では７分野，合計 1,031 件の発表が⾏われました。今回もポスター会場では活
気に溢れ，会場のいたるところで活発な討論がなされました。この中から審査を希望するポスター発表に対し，1) 研究
に対して発表者が⼗分に寄与していること，2) 質疑応答に優れていること，3) 独⾃性が認められ，今後の発展が期待で
きること，の 3 つの観点から審査をしました。その結果，10 件の「最優秀ポスター発表賞（CSJ 化学フェスタ賞）」およ
び 188 件の「優秀ポスター発表賞」を選出しました。 
また，『博⼠課程学⽣オーラルセッション』では，合計 30 件の発表があり，会場では活発なディスカッションが⾏われ

ました。１）研究内容に関する本⼈のオリジナリティー，２）発表の構成と分かりやすさ，３）今後の展開への期待度，
４）質疑応答の的確さ，の 4 つの観点から審査をした結果，6 件の「CSJ 化学フェスタ博⼠オーラル賞」を選出しまし
た。
以下に⽰しました受賞者の皆様にはその栄誉を称え，さらに⼀層の研鑽を積まれますことを期待して会⻑名の表彰状

を，また「最優秀ポスター発表賞（CSJ 化学フェスタ賞）」および「CSJ 化学フェスタ博⼠オーラル賞」の受賞者には加
えて副賞をお届けしました。

「最優秀ポスター発表賞（CSJ 化学フェスタ賞）」 （10 名） 
[物理化学] 

P1-012 塩⾕海⽃（筑波⼤院数理物質） 
超⾼速時間分解電⼦線回折法を⽤いた有機発光材料
の構造変化の観測 

[無機化学・触媒化学・分析化学] 
P1-018 酒井春海（東⼤院⼯） 

担持 Au ナノ粒⼦触媒による第 3 級/第 1 級アミンの脱
⽔素型クロスカップリングを経るアミジン合成 

P5-027 運 愛⽃（東⼤院⼯） 
層状⽔酸化物を前駆体とした MOF 薄膜合成と QCM に
よるセンシングへの応⽤ 

[有機化学] 
P5-049 橋本義久（科学⼤化⽣研） 

軸不⻫芳⾹環ミセル︓フタロシアニン錯体類の内包
キラリティー誘起

P7-048 横⼭拓海（明⼤院理⼯） 
ホモキラルに化学修飾されたグラファイト表⾯によ
るキラリティー誘起

[錯体・有機⾦属化学] 
P3-073 荘司吏温（東北⼤院理） 

可視光捕集⾊素とアゾベンゼン分⼦との複合化によ
る⾼感度光スイッチング 

[天然物化学・⽣体機能関連化学・バイオテクノロジー] 
P5-085 三枝直樹（阪公⼤院農） 

位置遷移する銅中⼼を持つ⼈⼯⾦属リアーゼの創
製 

[⾼分⼦化学] 
P4-087 河野博之（京⼤院⼯） 

マレイン酸誘導体/ビニルエーテル交互共重合体によ
るナノ相分離材料

[材料化学] 
P5-100 松尾琴梨（静⼤院⼯） 

層状ケイ酸塩 Nu-6(1)の⼆次元空間を鋳型とした窒
素ドープグラフェンの合成 

P9-109 相⾺悠利（⿃取⼤院持続性科学） 
組成の異なる Bi­Sb 固溶体と Sn4P3 のコンポジット
からなる電極の Li イオン電池負極特性 



「優秀ポスター発表賞」 （188 名）

[物理化学] 

P1-001 ⽵内愛⽃（神⼾⼤院理） 
固液界⾯の動的平衡状態が誘起する有機無機ペロブ
スカイトの⾃⼰修復反応 

P1-008 岩本武⼤（東⼤院⼯） 
⾛査トンネル顕微鏡を⽤いた⾦属表⾯での脱酸素反
応のメカニズム研究 

P3-002 ⼭本⼤智（名⼯⼤院⼯） 
キューティクル表⾯に着⽬した異⽅性⽔輸送現象の
模倣と最適化 

P3-004 内⽊乃亜（科学⼤化⽣研） 
⾛査型透過電⼦顕微鏡を⽤いたサブナノ領域の元素
相溶性解析 

P3-008 宮⾥俊次（東⼤⽣研） 
サリチリデンアルキルアミンの構造相転移と光・熱
応答特性における偶奇効果 

P3-012 島⽥⼤地（東理⼤院⼯） 
紫外線照射を⽤いたポリスチレン⾃⾛粒⼦の挙動制
御 

P5-007 板倉茉由（横国⼤理⼯） 
競争反応の実験データを活⽤したケトンの還元選択
性の予測 

P5-016 徳⽥隼⼰（科学⼤化⽣研） 
電⼦顕微鏡加熱観察によるサブナノ粒⼦の熱⼒学特
性解析 

P5-022 町⽥健輔（北⾥⼤院未来⼯） 
分⼦シミュレーションによる有機半導体結晶の電荷
伝導性評価 

P5-024 神⼭真帆（東北⼤院理） 
銅ナノクラスターの構造が電気化学的 CO2 還元活性
に与える効果 

P8-014 髙橋遼太郎（早⼤院先進理⼯） 
CsPbBr3-銀薄膜ハイブリッド体における光学特性
の解明 

P8-017 松本悠汰（東理⼤院⼯） 
アニオン／両性界⾯活性剤混合系における泡沫特性
および泡沫の構造解析 

P8-020 宮崎蒼⽣（東理⼤院理） 
PC リン脂質と PE リン脂質に対するチオ尿素添加効
果 

[無機化学・触媒化学・分析化学] 

P1-020 ⼭⽥⽩⿃（熊⼤院⾃然） 
有機溶媒添加による CsCuCl3 の⾃然分晶の誘起 

P2-002 廣瀬翔⼤（東⼤院⼯） 
協働触媒作⽤を指向した⾦属ナノ粒⼦-⾦属錯体複
合触媒の構築 

P2-003 ⼭本航平（東農⼯⼤院⼯） 
スーパーレドックスキャパシタの⾼温・⾼電圧動作
に向けた Li3V2(PO4)3 正極材料の開発 

P2-012 吉⽥遼太郎（阪⼤基礎⼯） 
⾮銅系⾦属触媒を⽤いた CO2 電解における⻑鎖炭素
化合物⽣成のメカニズム解明 

P2-014 榎本和眞（都⽴⼤院都市環境） 
⾼純度かつ⾼濃度な過酸化⽔素⽔溶液の電解合成 

P3-018 野本晃汰（都⽴⼤院都市環境） 
膜電極接合体による重炭酸イオン供給型 CO2 変換 

P3-022 ⾕⼝颯太郎（東理⼤理） 
錯体重合法およびフラックス処理により調製したCr
ドープ SrTiO3 光触媒を⽤いた単⼀粒⼦型可視光⽔
分解 

P3-028 藪 貴（北⼤院総化） 
ナノ構造と異種元素置換のハイブリッドアプローチ
による⾼性能マグネシウム電池正極開発 

P3-032 ⼭本敏史（東⼤院⼯） 
ポリオレフィンの加⽔素分解を指向した担持⼆元⾦
属触媒の開発 

P4-004 川崎⼀気（関⻄⼤院理⼯） 
Ti2Ni 触媒によるアルコールを⽤いたアルキル化反
応 

P4-011 筒井瑶⼦（早⼤院先進理⼯） 
ヘテロ元素(Ge)を含むカゴ型シロキサン系ビルディ
ングブロックの作製 

P4-014 千葉みのり（東⼤院⼯） 
⽔素を⽤いたポリ塩化ビニルの触媒的⽔素化脱塩素 

P4-016 佐藤 颯（北⼤院総化） 
層状 VOPO4 のマグネシウムニ次電池における電極
特性評価 

P5-025 佐々⽊義弘（東⼤院⼯） 
CeO2 担持 Ni ナノ粒⼦触媒を⽤いた常圧でのニトリ
ルの第⼀級アミンへの選択的⽔素化反応 

P5-028 本道和樹（早⼤院先進理⼯） 
ナノ多孔質酸化コバルトを鋳型としたメソポーラス
ベータゼオライトの合成と Si/Al ⽐の制御 

P5-032 廣瀬巧実（九⼤院⼯） 
固定化細胞膜を⽤いたギ酸の可逆的な変換系の開発 

P5-034 ⾼信昌彦（科学⼤化⽣研） 
Pd サブナノ粒⼦による電気化学的な CO₂還元にお
ける選択的 CO ⽣成 

P5-037 ⻄村春⾹（関⻄⼤院理⼯） 
酸化グラフェン担持 Pd ナノ粒⼦触媒を⽤いたアリ
ールボロン酸とアルケンとの酸化的ヘック反応 

P5-040 ⽔野僚也（東⼤院⼯） 
SnO2 ナノ薄膜の室温スパッタリング条件が成膜後
⾼温熱処理を超えて⽔素ガス検知特性に与える影響 

P5-041 ⾕村勇亮（横国⼤院理⼯） 
シリコン粉末と CO2 の反応で得られる多孔質シリカ
の構造解析と触媒担体としての活⽤ 

P6-011 ⽶澤明純（横国⼤院理⼯） 
AEM 型リアクターを⽤いた安価なコバルト触媒と
⽔による含窒素芳⾹族化合物の電解⽔素化 

P6-013 ⻄⽥凌⾺（東北⼤院環境） 
放射光 X 線による GMS 添加デンプンゲルの構造ダ
イナミクスと⽔分⼦相互作⽤の検討 

P7-001 ⼭本昌尚（科学⼤フロンティア材料研） 
鉄系ペロブスカイト酸化物の組成制御によるアルカ
ン酸化触媒の⾼機能化 

P7-002 磯⾙⼤翔（東⼤院⼯） 
⾦属ポルフィリンとポリオキソメタレートからなる
分⼦状複合体の合成と特性 

P7-005 中⾕利毅（東北⼤院理） 
Cu ナノクラスター構造体の新規創成︓構造次元変化
による電気化学触媒性能の影響 

P7-012 野村尚吾（沼津⾼専） 
イットリア–セリア系コアシェル酸化物担持ルテニ
ウム触媒のアンモニア合成活性 
  



P7-014 藤枝海琉（科学⼤化⽣研） 
⼀酸化窒素還元反応における Ni サブナノ粒⼦の触
媒活性と核数依存性 

P8-027 古川公⼀朗（湘南⼯⼤院⼯） 
プローブ型溶存酸素計の測定範囲を拡張する器具の
開発とその応⽤ 

P8-031 平野⽉⽃（神奈川⼤院⼯） 
元素置換 Ba–Fe 酸化物における新規結晶相の探索 

P8-040 相 哲⼈（東⼤院⼯） 
Pt/WO3ｰ ZrO2触媒による⽔/デカン混合溶媒中での
含酸素芳⾹族化合物の加⽔素分解反応 

P9-002 堀⼝太裕（早⼤院先進理⼯） 
加圧下での電場印加メタンのドライリフォーミング
反応 

P9-004 川合英由（科学⼤フロンティア材料研） 
グリセロールのエステル交換反応に有効なアルカリ
⾦属ドープ SrTiO3 ナノ粒⼦の開発 

P9-006 原⽥ 翔（科学⼤理） 
TiO2 の構造特性が⾊素増感型光触媒の活性と電⼦移
動ダイナミクスに与える影響 

P9-013 関根季織（東⼤院⼯） 
堅牢な⾦属酸化物ナノワイヤアレイ QCM を利⽤し
たモノテルペンの⾹気識別 

[有機化学] 

P1-037 柳原拓海（京⼤院⼯） 
種々の三次元ホウ素クラスター⾻格によるπ共役系
分⼦の発光多機能化 

P1-040 ⼩林加奈（お茶⼤院⼈間⽂化） 
シレピニルジアニオンの超共役的反芳⾹族性におけ
るカウンターカチオン効果 

P1-041 佐藤真哉（横国⼤院理⼯） 
酸蒸気曝露後に誘起される発光性有機結晶の解離的
変形 

P1-045 ⻄⼝直輝（京⼯繊⼤院⼯芸） 
さまざまな状態で⾼効率発光するイオン性有機蛍光
体の開発 

P1-046 市村 彪（科学⼤物質理⼯） 
段階的な歪み構築による多層積層型ヘリカルナノグ
ラフェンの合成 

P1-049 丸⼭優⽃（⽴命館⼤院⽣命科学） 
両親媒性電荷積層型集合化によるリオトロピック液
晶の創製 

P1-053 吉⽥稜真（都⽴⼤院都市環境） 
ジフルオロフェニレン架橋C13鎖かご型化合物の合
成と物性 

P1-058 千葉結⽣（千葉⼯⼤院⼯） 
ハロゲン結合／⽔素結合供与型ハイブリッド触媒に
よる⼆酸化炭素固定化 

P2-021 板橋裕毅（千葉⼤院融合理⼯） 
C=C/C=N メタセシスによる超分⼦ポリマーのトポ
ロジー選択的な変換 

P2-032 吉川優翔（千葉⼯⼤院⼯） 
Au 触媒 vs Ag 触媒: 環状α-ヒドロキシイミニウム
イオンの触媒制御型ケモダイバージェント反応 

P2-035 ⻄⾥栄毅（阪公⼤院⼯） 
弱い電⼦的カップリングが誘起する“遅い”分⼦内⼀
重項分裂 

P2-036 塩野裕⼈（京⼤院⼈環） 
p-Phenylenediamine 誘導体の分⼦内縮環による反
芳⾹族性 tetraazapentacene 類縁体の合成 

P2-042 桐野凌汰（科学⼤物質理⼯） 
無給電バイポーラ電解セルの形状最適化および電解
酸化的ラクトン合成への応⽤ 

P3-036 河合勇弥（科学⼤物質理⼯） 
[2+2+2]付加環化反応によるキラル積層型シクロ
ファンの不⻫合成 

P3-045 ⽮⽑⽯徹（千葉⼤院融合理⼯） 
ジフェニルアゾベンゼン⼆量体の⾃⼰集合における
環状集合体の形成 

P3-052 鈴⽊⻁⼤朗（京⼤院⼯） 
⼆酸化炭素を⽤いたフェノール誘導体のダブルカル
ボキシル化反応の開発 

P3-054 ⼩⻄謙成（科学⼤物質理⼯） 
環構造の違いを利⽤した橋かけ 1,3-diene 誘導体の
発光特性の制御 

P3-055 吉井翔太郎（千葉⼤院融合理⼯） 
アントラセンまたはナフトチアジアゾールを含む⼆
量体からなる共集合ナノチューブの構築 

P3-057 川合陽太（⽴命館⼤院⽣命科学） 
動的構造変化を⽰すアニオン応答性環状π電⼦系の
合成 

P3-062 上永誠⼈（阪公⼤院⼯） 
機械学習⽀援によるジチエノナフトチアゾール半導
体の分⼦設計と光フロー合成 

P4-024 ⼯藤稜央（千葉⼤院融合理⼯） 
添加剤によるハサミ型クロロフィル⼆量体の超分⼦
ナノファイバー/リング形成経路の制御 

P4-026 ⼩林はる（科学⼤⽣命理⼯） 
鉄触媒によるγ,δ-エポキシ-α,β-不飽和カルボニル
化合物の還元的ホモカップリング反応­⽴体選択的
シクロプロパン合成 

P4-031 宮地⿓⼀（阪公⼤院⼯） 
⼆点架橋型アントラセン連結体による光アップコン
バージョン過程のスピン選択性制御 

P4-035 ⽥郷岡⼤輝（千葉⼤院融合理⼯） 
溶液濃縮が実現する⾃⼰集合性ポリカテナン形成 

P5-045 ⽇髙 凜（横国⼤院理⼯） 
π拡張構造による窒素中⼼ラジカルの安定化を活⽤
した電気化学的 HAT 触媒の開発 

P5-048 前地友翔（阪⼤院⼯） 
電気化学的還元によって⽣成した⽔素原⼦移動活性
種の開発と C(sp3)-H 結合の CO2 カルボキシル化へ
の展開 

P5-060 ⼩林⼤⽃（⽴命館⼤院⽣命科学） 
イオンペアリングによって磁気的特性が変調可能な
荷電π電⼦系ジラジカル 

P5-068 三橋花楓（⻘学⼤院理⼯） 
⽔系環境におけるビナフチル架橋イミダゾール⼆量
体の逆フォトクロミズム 

P6-030 本間晴⾹（芝浦⼯⼤院理⼯） 
フッ化カリウムから誘導される新規求核的フッ素化
剤の開発 

P7-030 鈴⽊滉也（千葉⼤院融合理⼯） 
ホルミウム錯体のアルコキシ側鎖が⾃⼰組織化構造
へ及ぼす影響 
  



P7-035 宇野颯⼈（⽴命館⼤院⽣命科学） 
ヘテロポルフィリン⾦属錯体の周辺修飾によるイオ
ンペア集合化 

P7-037 河合⻯⼀（千葉⼤院融合理⼯） 
亜鉛ポルフィリン⼆量体の⾃⼰集合と促進剤による
湾曲誘起効果 

P7-045 ⾥道直紀（科学⼤物質理⼯） 
n 型有機半導体分⼦⾻格ベンゾ[c]セレノフェンジイ
ミド（BSDI）の合成と基礎物性 

P7-051 ⾹川知葉（阪⼤院⼯） 
CO2 を C1 源とするα-アミノアルキルラジカル駆動
ハロゲン原⼦移動を介した C(sp3)-ハロゲン結合の
光化学的カルボキシル化反応 

P7-052 ⽥島 樹（千葉⼤院融合理⼯） 
⾃⼰集合ヘリコイドの超⾳波誘起断⽚化によるトロ
イド形成 

P7-053 ⻄岡 晃（弘前⼤院理⼯） 
プロトン付加を基盤とするアズレン縮環芳⾹族化合
物の⼆重発光挙動 

P8-041 ⼭⼝愛織（お茶⼤院⼈間⽂化） 
可視光触媒による脱フッ素化反応を伴う含フッ素ア
ミド化合物の合成 

P8-044 ⼭本花⽣（横国⼤院理⼯） 
両極フロー電解を⽤いたリグニンモデル分解におけ
る Borrowing Hydrogen 法の適⽤ 

P8-052 岸上真珠（関⻄学院⼤院理⼯） 
光触媒を⽤いたα-ホスホニオラジカルによるオレフ
ィン伸⻑反応 

P8-060 杉本晴久（千葉⼤院融合理⼯） 
カラムナー液晶性ウレアを⽤いた強誘電性フィルム
の作製 

P9-032 ⾼橋悠粹（早⼤院先進理⼯） 
ホスファブルック転位を経由したカルボニル化合物
の脱酸素型ラジカル反応 

P9-043 村井克⾏（千葉⼤院融合理⼯） 
ジアリールエテンの光異性化を利⽤した超分⼦ポリ
マーの形態制御 

P9-044 平間暁⽉（横国⼤院理⼯） 
ハロアントラセンの電気化学的ハロゲン結合性相互
作⽤を利⽤した触媒的 C-N 結合形成反応の開拓 

P9-050 ⾦⼦隼輔（明⼤院理⼯） 
単⼀成分による単層キラル COF の合成と隣接する
メチル基の影響 

[錯体・有機⾦属化学] 

P2-046 Yange Chen（⽴教⼤院理） 
アントリル基を有するレニウム錯体が触媒する光化
学的⼆酸化炭素還元反応 

P2-047 李 耕（東⼤院⼯） 
酸化還元活性配位⼦を有するルテニウム錯体触媒に
よる電気化学的アンモニア酸化反応 

P2-055 近藤 歩（東北⼤院理） 
銅ナノクラスター連結体の新規創製と電気化学アン
モニア合成触媒への応⽤ 

P2-056 倭 秀介（科学⼤化⽣研） 
M3L3 芳⾹環チューブの集合後修飾︓分⼦捕捉能とキ
ラル導⼊ 

P3-066 川俣壮慶（東⼤院⼯） 
可視光誘起反応を志向したアニオン性シクロメタル
化イリジウム錯体の合成と光物性 

P3-072 森⽥⻯⽣（阪公⼤院理） 
発光性希⼟類錯体集合体を利⽤した⽔溶性基質セン
シング 

P4-046 安⽥亘輝（科学⼤理） 
Rh ⼆核錯体を触媒活性点として有するケージ化合
物の合成と性質 

P4-047 松浦匡伸（東⼤院⼯） 
⾼分⼦テンプレートを⽤いた固溶体 MOF の制御合
成 

P4-049 吉⽥悠⼈（科学⼤物質理⼯） 
⽩⾦錯体を導⼊したロタキサン型超分⼦メカノフォ
ア 

P4-058 樽⾒勇我（京⼤院⼯） 
9-ヒドロキシフェナレノンホウ素錯体を基盤とした
π共役系材料の光電⼦物性評価 

P6-048 増⼦玲⾳（北⾥⼤院理） 
アミド配位⼦を有する PNN ピンサー鉄錯体の合成
とホウ素化反応への利⽤ 

P6-050 上⽥瑛太郎（阪⼤院⼯） 
モリブデンビス（イミド）錯体の可視光照射による
1,4-シクロヘキサジエン誘導体の脱⽔素化反応 

P6-053 鶴⾒侑樹（群⼤院理⼯） 
協働配位による⾦属ナノクラスターのオリゴマー⾃
⼰集合 

P6-055 浅野愛來（東⼤院⼯） 
シクロデキストリンを鋳型分⼦として⽤いた⼤環状
多核⾦錯体の合成研究 

P8-061 嶋⽥千珠⼦（京⼯繊⼤院⼯芸） 
2-アルキルシクロヘキサノールのイリジウム触媒多
重脱⽔素化/環化反応によるベンゾフラン誘導体の
直接合成 

P8-064 形⼭暢紀（関⻄⼤院理⼯） 
パラジウム触媒による 1,3-ジエンとアミノアルコー
ルの C-N/C-O 結合形成を伴うモルホリン誘導体の
合成 

[天然物化学・⽣体機能関連化学・バイオテクノロジー] 

P1-061 ⾺⿃沙希（中⼤院理⼯） 
ウイルス模倣ナノ粒⼦を検出できる⾼分⼦チューブ
マイクロモーターの合成 

P1-065 岩⽥りえる（中⼤院理⼯） 
DNA トポイソメラーゼ I 阻害剤の光感応型アルブミ
ンコンジュゲートの合成と機能解析 

P1-068 仁井⼭瑞歩（慶⼤院理⼯） 
Okeania 属海洋シアノバクテリア由来新規リポペプ
チドの単離・構造決定・⽣物活性 

P2-066 ⼤⽉秀太（名⼤院理） 
軸配位⼦とヘムポケットを導⼊した⼈⼯核酸－ペプ
チド複合体による酵素機能の創出 

P2-068 川⼾翔太（近⼤院総合理⼯） 
紅⾊光合成細菌の辺縁光捕集タンパク質の構造安定
性の解析 

P3-084 梅村奈那（京⼤院⼯） 
繊維形成能を有するコラーゲン模倣ペプチドの化学
合成研究 

P3-088 松永来実⼈（名⼤院理） 
中⼼⾦属と軸配位⼦の組み合わせの探索に基づく
P450BM3 の反応性開拓 
  



P4-060 髙沢桃花（群⼤院理⼯） 
⼈⼯セルロソームの構築と酵素の近接によるセルロ
ース分解の効率化 

P4-070 ⼩倉勘汰（阪⼤院⼯） 
酵素応答性 PET-RAFT による重合誘起発光性 L-フ
ェニルアラニンメタクリルアミドのがん細胞内重合 

P5-078 信藤倫太（京⼤院⼯） 
カルボキシ基を有する多糖を表⾯被覆剤として⽤い
るリン酸ガドリニウムナノ粒⼦MRI造影剤の合成と
抗体修飾 

P5-081 ⽥島旦斐（中⼤院理⼯） 
構造不安定な新規シクロプロパン含有ポリケチド 
ikeiamide 類の単離と計算化学を⽤いた構造決定 

P5-083 ⽯倉実桜（京⼤院⼯） 
タンパク質の化学的リン酸化反応の開発と構造タン
パク質を⽤いた応⽤展開 

P5-084 今井 玲（阪⼤院⼯） 
⾃発的に加⽔分解するエステルを利⽤した細胞膜透
過性蛍光プローブの開発 

P5-086 ⼩川帆乃⾹（京⼯繊⼤院⼯芸） 
光応答性ステープルペプチドの論理的設計指針の確
⽴と PPI 光制御への応⽤ 

P6-060 鈴⽊允⼈（群⼤院理⼯） 
脂質-タンパク質⾮対称膜⼩胞膜上での異種タンパ
ク質の近接配置と酵素反応の効率化 

P6-066 ⽯橋広⼀朗（北⾥⼤院理） 
⽣体分⼦吸着性を有するセルロース集合体界⾯の分
⼦ダイナミクスと⾃由エネルギー解析 

P7-056 横江隼⼈（名⼤院理） 
ホスホロチオエート/スルホンアミド末端 DNA の分
⼦間交差活性化によるケミカルライゲーション法 

P7-063 河本拓朗（阪⼤院⼯） 
ペプチドリガンドを介した⼒学刺激により T 細胞活
性化を⽬指したアゾベンゼン含有ゲルの設計 

P7-064 佐古杏純（名⼯⼤院⼯） 
薬剤刺激により細胞から分泌される K+イオンのセ
ンサー不織布を⽤いたリアルタイムモニタリング 

P7-068 ⼤原駿也（科学⼤物質理⼯） 
がん細胞における糖鎖パターン認識機構解明 

P7-077 ⽝飼沙和（科学⼤物質理⼯） 
⼈⼯⾦属酵素を⽤いた⽣体内でのがん細胞と関連細
胞外微粒⼦の標識と機能改変 

P9-057 揚原聖智（東⼤院⼯） 
DNA-encoding 技術を⽤いた環状ペプチドライブラ
リーの膜透過性評価 

P9-062 原 駿太（中⼤院理⼯） 
鳩間島産未記載種海洋シアノバクテリア由来新規ジ
テルペン化合物 tachibarol 類の単離および構造決定 

P9-065 岩倉⾥菜（筑波⼤院理⼯情報⽣命） 
クレソンからの破⾻細胞分化阻害物質の探索 

P9-068 ⼭路悠⾺（中⼤院理⼯） 
⽵富島産海洋シアノバクテリア由来新規カテプシン
D 阻害剤の単離と構造決定および構造活性相関研究 

P9-074 劉 天逸（名⼤院理） 
活性化 RNA 基質を⽤いた環状 RNA 合成法の最適化 

[⾼分⼦化学] 
P1-076 髙橋海采（科学⼤化⽣研） 

光重合誘起物質移動による液晶性ブロック共重合体
のナノ構造配向制御 

P1-079 ⼭本⾥夏（慶⼤院理⼯） 
リチウムイオン⼆次電池有機正極活物質のためのキ
ノン誘導体⾼分⼦の探索 

P1-085 佐々⽊康貴（東北⼤院理） 
光触媒的 CO2 還元反応に向けた新規⼆次元共有結合
性有機構造体の設計 

P1-089 勝野有⾹（お茶⼤院⼈間⽂化） 
側鎖にペルフルオロアルキル基を有する新規ポリス
ルホンの合成と物性 

P1-091 柴崎 隼（早⼤院先進理⼯） 
アントラセン-ナフトキノン付加体に基づく可逆架
橋ネットワークの設計とレオロジー評価 

P2-075 鈴⽊晴陽（東⼤院⼯） 
MOF ナノ細孔への浸⼊を利⽤した汎⽤性⾼分⼦の
分離 

P2-079 ⽯川裕⼰（名⼤院⼯） 
シリルラジカルを重合反応に組み込んだラジカル重
合の開発 

P4-079 徳満玲伊（科学⼤物質理⼯） 
シラトラン⾻格を有する⾼分⼦の合成とその特異的
⽔硬性 

P4-092 ⼾崎祐吾（早⼤院先進理⼯） 
ポリ(フェニレンスルフィド)⾻格を有する両親媒性
ブロック共重合体の合成と接着特性 

P4-094 ⼭極空美（信⼤院総合理⼯） 
グラフトポリマーを基盤とした結晶化誘起⾃⼰組織
化による分⼦集合体の創製と形態制御 

P6-080 ⼤﨑嘉⽉（⾼知⼤院総合） 
低褪⾊性⾼輝度ナノ粒⼦を志向したイオン性褪⾊防
⽌剤の開発 

P6-083 樋⼝萌花（名⼤院⼯） 
柔軟かつ強靭なシリカ粒⼦複合エラストマーの設計 

P6-085 ⼩野快時（筑波⼤院数理物質） 
コバルト触媒による環化反応を利⽤したπ共役⾼分
⼦の合成 

P6-091 茶⽊梨花（科学⼤化⽣研） 
多元素 3d サブナノ合⾦の精密合成と機能開拓 

P7-080 上原綾太（科学⼤物質理⼯） 
疎⽔性ブロック配置が制御するトリブロック共重合
体薄膜のドメイン配向性 

P7-088 中須賀武叶（九⼤院⼯） 
ポリスチレン薄膜のガラス転移に及ぼす Si 基板の表
⾯粗さの効果 

P7-090 齋藤康平（慶⼤院理⼯） 
層状ポリジアセチレンへのポリシロキサンのインタ
ーカレーションによる弱い摩擦⼒の可視・定量化 

P8-082 深⼭千遥（東理⼤院創域理⼯） 
シクロデキストリンによる光塩基発⽣剤の⽔溶性化
と⽔系光パターニング材料への応⽤ 

P8-083 鏡味湧哉（名⼤院⼯） 
架橋密度の異なる⽣体適合性⾼分⼦から成る相互侵
⼊網⽬構造が⽰す J 型伸⻑特性 

P9-076 ⽯神航平（早⼤院先進理⼯） 
有機レドックスフロー電池の活物質に適⽤するポリ
マーナノ粒⼦の表⾯特性制御 

P9-079 江⾥⼝耀⼀郎（科学⼤物質理⼯） 
ポリメタクリル酸エステル誘導体のホスホニル化反
応における光レドックス触媒の検討 
  



P9-089 渡邉智貴（名⼤院⼯） 
主鎖の炭素－⽔素結合からのアニオン種の⽣成に基
づくビニルポリマーの分解 

P9-092 近藤誉也（東⼤院⼯） 
ルイス酸触媒による C–O および C–N 結合開裂に基
づくアミン硬化エポキシ樹脂からの有機分⼦の選択
的回収 

[材料化学] 
P1-096 三上喬弘（東⼤院⼯） 

液晶性バイオミネラルナノファイバーの開発と機能
化 

P1-099 菅井蒼⼤（芝浦⼯⼤⼯） 
異種⾦属カチオン添加がマグネシウム電析挙動に与
える影響の評価 

P1-105 野中慧悟（科学⼤物質理⼯） 
ダブルネットワークゲルを⽤いた⼒による円偏光発
光の制御 

P1-113 尾形颯紀（早⼤院先進理⼯） 
ドーパントフリーな正孔輸送性ポリマーのπコアユ
ニットの分⼦設計と全無機ペロブスカイト太陽電池
への適⽤ 

P2-096 後藤祐貴（科学⼤物質理⼯） 
拡散律速環境下におけるバイポーラ電解法を⽤いた
PEDOT マイクロファイバーの作製 

P2-101 ⾕⼝広⾄（科学⼤物質理⼯） 
Li イオン電池⽤プレリチウム化アモルファス Si 薄膜
の合成と充放電特性評価 

P2-110 岡⽥育真（⿓⼤院理⼯） 
超⾼屈折率 1.83 を⽰すカルド型炭化⽔素核の新開
発 

P3-102 ⽮野圭悟（⾼知⼯⼤院⼯） 
DA 型π共役系分⼦の設計による⼆次元弾性分⼦結晶
の開発と結晶/ポリマー複合材料へ 

P3-106 中⼭智仁（静⼤院⼯） 
コレステロール含有リポソームにおけるアップコン
バージョンの評価 

P3-107 中林真宏（⾼知⼯⼤院⼯） 
ピリジル導⼊による発光性分⼦結晶の構造制御と⾃
然放出増幅発光を⽬指した耐熱性の向上 

P3-115 樋野優⼈（⾼知⼯⼤院⼯） 
Rotatability-induced polymorphic luminogen: 
理論構築による多形化技術の確⽴ 

P4-095 今村⿇保（慶⼤院理⼯） 
グラフェン量⼦ドット蛍光体の液相合成におけるグ
リコール合成溶媒の最適設計 

P4-098 齋藤⽇菜（北⾥⼤院未来⼯） 
ネマチック液晶の電場応答挙動に関する分⼦動⼒学
的解析 

P4-100 中林杏実（慶⼤院理⼯） 
ホットインジェクション法によるコア/シェル型
InP/ZnS 量⼦ドット蛍光体の合成とその光学特性 

P4-101 ⻘⽊俊樹（東理⼤院理） 
ポリグルタミン酸を⽤いた無⾊の⾃⼰修復材料 

P4-102 ⽐嘉健⼈（科学⼤化⽣研） 
光⼆量化条件の検討によるアントラセン含有分⼦層
中の化学結合制御が剥離挙動に与える効果 

P4-105 敦井晴⾹（お茶⼤院⼈間⽂化） 
アミドアミン型界⾯活性剤のゲル形成能向上に向け
た有機酸の添加 

P5-096 丸⼭蒼⽣（慶⼤院理⼯） 
広帯域励起・狭帯域蛍光を有するカーボンドットの
1 段階液相合成 

P5-102 平野孔基（富⼭⼤院理⼯） 
四重極⼦プラズモン共鳴を⽰すプラズモニック光カ
ソードの光電気化学特性 

P5-107 浅川竣⾵（横国⼤院理⼯） 
硫⻩酸化ビスベンゾチエニルエテン類のフォトクロ
ミック特性の温度依存性 

P6-100 佐藤颯⾶（⻘学⼤院理⼯） 
光応答性キラルドーパントを⽤いたキラルネマチッ
ク液晶の⾼速らせん制御 

P6-110 佐藤⻁太郎（東理⼤院理） 
ホスフィン保護⽩⾦ 17 量体ナノクラスターの⾼収
率合成法の確⽴とメラミン修飾による⾼活性な酸素
還元反応触媒の創製 

P6-113 的場涼介（阪⼤院⼯） 
六⽅晶共有結合性有機固溶体の形成にモノマーの平
⾯性が与える影響 

P6-114 飯塚琢朗（⼭形⼤院理⼯） 
双性イオン型配位⼦の結合間距離制御によるペロブ
スカイトナノ結晶の耐光性向上とそのメカニズムの
解明 

P7-098 ⿊⽥拓海（科学⼤物質理⼯） 
ボールミル処理による⾼アスペクト⽐かつ⼤⾯積な
窒化ホウ素ナノシートの調製 

P7-101 吉⽥⾵花（慶⼤院理⼯） 
酸化グラフェンへのドーパミンの複合と⾼分⼦化に
よるリチウムイオン⼆次電池正極活物質への応⽤ 

P7-111 崎向真⼈（東農⼯⼤院⼯） 
新規銅デラフォサイト型超構造ハニカム格⼦磁性体
のトポケミカル合成 

P8-096 ⻑⾕川誠也（慶⼤院理⼯） 
リュウキュウアオイ⾙殻の構造及び機能の解析 

P8-103 ⼩⻄章裕（⾦沢⼤院⾃然） 
すべて有機材料で構成された薄膜太陽電池の⾼性能
化を⽬指した有機薄膜電極の開発 

P8-104 池⽥光希（京⼯繊⼤院⼯芸） 
機械学習による配向 CNT ⾃⼰組織化形成の条件推
定 

P8-114 ⽊下裕貴（科学⼤物質理⼯） 
固相合成法を⽤いた V2O3 薄膜の合成と電⼦物性評
価 

P9-110 内⽥悠⽉（東北⼤院理） 
透明導電性アナターゼ型 Nb ドープ TiO2 単結晶メン
ブレンのひび割れの抑制による⾼い電気伝導性の実
現 

 

  



「CSJ 化学フェスタ博⼠オーラル賞（博⼠課程学⽣オーラルセッション）」 （6 名） 
C2-04 髙橋 輝（千葉⼤院融合理⼯） 

⼆値記録液晶メモリの創出に向けた⼆重螺旋構造を
有する強誘電性カラムナー液晶材料 

C2-11 引地真彩（群⼤院理⼯） 
⼆次元および三次元的に培養したマイクロ肝臓モデ
ルの過冷却冷蔵保存 

C2-12 髙橋海采（科学⼤化⽣研） 
光重合誘起物質移動による液晶性ブロック共重合体
のナノ構造配向制御 

C2-14 鈴⽊晴陽（東⼤院⼯） 
MOF ナノ細孔への浸⼊を利⽤した汎⽤性⾼分⼦の
分離 

C2-28 三上喬弘（東⼤院⼯） 
液晶性バイオミネラルナノファイバーの開発と機能
化 

C2-29 ⽊村汰勢（⼭形⼤院理⼯） 
ナノ結晶⼯学に基づく配位⼦デザインによるペロブ
スカイトナノ結晶の包括的不働態化 

 


